
 

 
 
 

体育大会  
10 月２８日、気持ちよい秋晴れの下、三根東小学校の体育大会を開催しました。コロナ禍もようやく落ち着いた令和５年度の体育大会は、保護者

の参観について人数等の制限を設けず、たくさんの方々にお越しいただきました。 

残暑厳しい時期でしたが、約２週間の練習期間の間、低・中・高学年それぞれの表現（ダンス）や応援合戦に一生懸命取り組み、当日は堂々とした

演技とさわやかな笑顔で披露することができていました。特に小学校最後の体育大会となる６年生は応援リーダーだけでなく、それぞれの与えられた

役割をしっかりとこなし、立派な体育大会を創り上げてくれました。その姿はきっと下級生に受け継がれ、これからの三根東小学校を作り上げてくれ

るだろうなぁ、と感じました。徒競走やリレー競技も、最後まで諦めずに一生懸命走る子どもたちの姿に感動と逞しさを感じた感動の体育大会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
夢にチャレンジ東っ子       

～元気いっぱい 笑顔あふれる 児童の育成～ 

令和５年度 三根東小学校  
学校だより 第８号 

 

令和５年 1１月３０日  

文責 校長 江島 裕章  



キッザニタイム-職業体験活動 - (学校運営協議会企画 ) 
１１月１９日、日曜授業参観（たくさんのご参観ありがとうございました。特にお父様方の参観が多く、有難かったです）の午後、５・６年生の希

望者を対象に、三根東小職業体験活動「キッザニタイム」を開催しました。学校運営協議会（コミュニティースクール）の企画として、今回は三根に

あるクルール・ド・銀月様と三根自動車様にご協力いただき、普段の学校では体験できない「いちごのショートケーキ作り」と「自動車のタイヤ交換

（そしてクルマへの落書き体験）」を行っていただきました。 

いちごのショートケーキ作りは、本校の家庭科室で行いました。代表取締役の田中様ともうお一人のパティシエの方２名が、お店で実際のケーキ作

りで用いる材料や道具を使って、ベースとなるスポンジケーキに生クリームを盛り付けるところから優しく丁寧にご指導いただきました。完成したケ

ーキはもちろんその場で実食。自分たちで作った美味しいケーキに舌鼓を打っていました。日曜日のお忙しい時間帯に三根東小の子どもたちのために

準備のみならず分かりやすいレクチャーまでしていただいたクルール・ド・銀月様には感謝しております。本当にありがとうございました。 

自動車のタイヤ交換では、実際のクルマを学校玄関前に持ってきていただき、将来子どもたちが大人になったときに必要になるタイヤ交換の知識や

技術を、実際に道具を使って体験させてもらいました。タイヤを固定しているネジを外すのに一苦労している子どもたち。どのようにすればこの硬い

ネジを緩ませることができるか、学校運営協議会のメンバーでもあり、社長である大石秀一様に優しく丁寧に教えていただきました。タイヤ交換が終

わった車は、大石様のご厚意により、子どもたちが思い思いに落書きをしていました。実際の車に落書きをするなんて、大人でもできない体験です。

貴重な経験をさせていただき、本当にありがとうございました。 

家で作るケーキと違い、本格的なパティシエの世界を体験できた子どもたちは、目の当たりにしたプロの世界のスキルに感動していました。また、

ハイブリット車が増え、将来は電気自動車が街の中を走る時代になってもタイヤで走る限りは必要なスキルです。簡単なように見える作業でも実は知

っておかなければならない知識や経験はたくさんあります。必要な知識やプロのスキルの片鱗を見たり経験したりすることは、これからの子どもたち

の将来のために必要であると思います。今後も機会があれば、様々な体験活動を行っていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生修学旅行 (１日目は動画配信 ) 
11 月２１日から１泊２日で６年生は長崎へ修学旅行に行きました。毎年長崎へ行きますが、この町の複雑な歴史を、様々な資料見たり実際の街並

みを歩いたりしながら、鎖国から近代国家の礎の舞台となった場所であることを学ぶと同時に、広島に次ぐ被爆地、原爆の恐ろしさ、そして平和の尊

さを学ぶ場所として訪れています。初日、原爆資料館と追悼平和祈念館を訪れました。最初に原爆資料館へ移動し、活動班に分かれて見学しました。

展示されてある原爆に関する資料はショッキングなものもありますが、戦争の恐ろしさ、特に原子爆弾の恐ろしさをダイレクトに子どもたちに伝えて

くれます。次に追悼平和祈念館で三根東小の全校児童で平和への願いを込めながら作成した千羽鶴をおさめる平和集会を行い、平和の尊さと願いを新

たにしました。その後、語り部さんの実際に体験された貴重なお話を聞きました。戦争は終わったあとの戦後の人々の生活や生き方さえも大きく狂わ

せてしまうということを語り部さんのお話から感じていたようです。ウクライナの戦争だけでなく、イスラエルの地でも新たな紛争が起こっている現

状について、目の前にある資料や語り部さんのお話を重ねながら、決して他人事ではないということを６年生は肌身で感じているようでした。 

 その後、フィールドワークで長崎の町を探検したあと、ホテルに

入り、美味しい夕飯をしっかりと食べていました。夕食後、素晴らし

い長崎の夜景を女神大橋の上から堪能したあと、友達と部屋で夜まで

楽しく語らい、初日を終えました。二日目は長崎歴史文化博物館を見

学後、出島や中華街、オランダ坂、グラバー園などを見学し、楽しく

も学び多き修学旅行を無事に終え、帰路につきました。 

 

 

 

 
 
 
 
 

詳細は三根東小ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル 

今回の様子は、動画としてＹｏｕＴｕｂｅの限定配信で公開しております。 

右のＱＲコードのＵＲＬからご覧いただけます。 

修学旅行 ６年生 １日目 → 


